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名前：高田優佳（たかだゆうか）

派遣国：ベトナム・ムーカンチャイ

職種：コミュニティ開発

派遣期間：2023年10月〜2025年10月

自己紹介



経歴：

・小学校1年生から英会話スクールに通い始める

・小学校6年生の社会の授業でJICA海外協力隊について知る

・高校2年生で初めてアメリカへ／約1ヶ月ホームステイを経験する

・大学は外国語学部英語学科へ進み、国際関係と観光を学ぶ

・バイト代を貯めて海外に行きまくる、休学してカナダでワーホリを経験する

・新卒で協力隊を目指すも、コロナで選考が中断し、一旦諦める

・創業間もないベンチャー企業に入社し、2年間勤務する

・社会人2年目の時、協力隊に再挑戦し、合格をもらう

自己紹介



任地と要請内容について（ベトナム・ムーカンチャイ）

ハノイからバスで7時間半。地域住民の9割がモン族。郡内の棚田は国家特別遺跡に

指定され、美しい棚田がある場所として知名度を高めてきた。棚田以外の観光資源

の開発が遅れていて、地域振興や知名度向上に向けた取り組み、商品販売など更な

るマーケットの開拓がニーズにある。

Mù Cang Chải
Yên Bái



活動①少数民族の文化をアクティビ

ティを通して体験し、文化の発信と文

化継承に繋げる活動 

モン族のろうけつ染め（染め物）文化を観光ア

クティビティの一つとして体験できるように、

仕組み作りや体験のサポートを行っている。

・マニュアルやPOPなどの資料作成

・ゲスト体験時のフォロー

・ハノイでのワークショップ開催

・Facebookページ（予約窓口、情報発信）

ムーカンチャイのモン族

モン族のろうけつ染め



マニュアルやPOPなどの資料作成 ゲスト体験時のフォロー

ハノイでのワークショップ開催 Facebookページ（予約窓口、情報発信）



活動②旅マエ、旅ナカに着目し、外国

人観光客の増加に向けた改善活動

・自身のブログやSNSを通じた情報発信

・観光マップの作成
NOTEでの情報発信

ムーカンチャイ棚田スポットMAP



活動③新たな土産商品の開発による現

地民の収入向上

現地民の生活用に販売されている織物商品をお

土産という新たな形で販売し、新たなマーケッ

トの開拓や現地民の収益向上を図っている。

・商品開発

・マーケットの拡大

モン族の織物を取り入れたピアス

製作風景



織物や民族衣装を利用した

お土産商品の開発

モン族の織物や民族衣装

観光客にも買ってもらいたいけど

なかなか手に取ってもらえない



大変だったこと

・異文化理解

　私が受け入れるのは簡単、相互理解は求めすぎ？

・語学の壁

　ベトナム語だけじゃない、現地語モン語の存在

・時間感覚、優先順位、スピード感の違い

　◯◯までにやろうねと計画を立ててもうまくいかない

・質の担保

　国が違えば「綺麗」の感覚も違う



うまくいったこと

・地道な人間関係作り（ひたすら通う、褒める、マンパワーになる）

・宇宙人になったつもりで異文化を受け入れると逆に受け入れてもらえるように

・いまだに現地ベースで継続している持続可能（？）な開発

・自分が任地のファンになって、好きなものをもっと広めたいと本気で思えたこと



ありがとうございました！


